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万年企業を目指して

中里総菜店

インターハイ出場決定

関東大会の分析

学校説明会の予定

大
野
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
獲
得

放
た
れ
た
３
本
の
矢

　
６
月
１
８
日

（
金

）
か

ら
２
１
日

（
月

）
に
か
け

て

、
神
奈
川
県
川
崎
市
に

あ
る
等
々
力
陸
上
競
技
場

に
て
関
東
大
会
が
実
施
さ

れ
た

。

『
し
こ
ー

』
か
ら

は
櫻
井

【
走
幅
跳

】
・
大

野

【
８
０
０
ｍ

】
・
山
岸

【
４
０
０
ｍ

】
の
３
名
が

出
場
し
た

。
そ
の
中
で

、

大
野
が
４
位
に
入
賞
し

、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場
権

を
獲
得
し
た

。
記
録
も

、

２
分
１
１
秒
５
９

、
と
大

幅
な
自
己
ベ
ス
ト
を
更
新

し

、
レ
ー
ス
内
容
も
自
ら

レ
ー
ス
を
引
っ
張
る
な
ど

積
極
的
で

、
充
実
し
た
も

の
で
あ
っ
た

。
櫻
井
と
山

岸
も

、
健
闘
は
し
た
が

、

力
及
ば
ず
に
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
出
場
権
獲
得
と
は
な

ら
な
か
っ
た

。
そ
れ
で
も

常
連
で
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
出
場
権
に
加

え

、
男
子
走
幅
跳

、
と
い

う
陸
上
競
技
の
メ
イ
ン
種

目
で
あ
り

、

『
し
こ
ー

』

の
お
家
芸
で
も
あ
っ
た
走

幅
跳
の
復
活

。
そ
し
て

、

強
豪
校
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
あ
る

、
２
年
生
で
の

関
東
大
会
出
場

。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
は
１
名
だ

が

、

『
し
こ
ー

』
か
ら
放

た
れ
た
３
本
の
矢
は

、

「
復
権

」
を
掲
げ
る
チ
ー

ム
に
と
っ
て

、
有
意
義
か

つ
新
た
な
歴
史
の
礎
に
な

る
に
違
い
な
い

。
陸
上
競

技
は

、
７
月
２
８
日

（
水

）
か
ら
８
月
１
日

（
日

）
ま
で

、
福
井
県
の

9
.
8
8
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ

、
８
０
０
ｍ
は

３
１
日

（
土

）
が
決
勝

。
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野
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０
０
ｍ

・
決
勝

櫻井：「関東大会を通して、大舞台で自分の実力を発揮することの難しさ

を知りました。また、このような大きな試合での結果が本当の実力であると

感じました。悔しい結果で終わりましたが、同時に貴重な経験にもなりまし

た。応援・サポートしてくれた人たちに感謝を伝えるとともに、後輩たちには

自分が達成出来なかった「全国大会出場」という目標をぜひクリアしてほ

しいと思います。今までありがとうございました。そして、がんばれ大野さん

＆後輩たち。」

山岸：「インターハイ、自己ベスト更新を目指していましたが、

思ったように走ることができず、どちらも達成することができ

ませんでした。最後の100mで、自分の力を発揮しきれな

かったのが、とても悔しく、自分の弱さを痛感しました。しかし、

このような経験を2年生でできたことは自分にとってプラスに

なると思うので、この悔しさを忘れず、来年はインターハイに

出場できるように、これからも頑張りたいと思います。」

大野：「予選は今までの力を試し、余裕を残して決勝に進

むことが目標でした。結果は自己ベストを2秒更新して決勝

進出となりました。いきなりベストが出て、自分でも驚きまし

たが、ここで今までの練習に対して自信を持てました。決勝

は全国行きを決める、とても緊張感のあるレースでしたが、

自信と冷静さを持って走り、全力を出しきれ、レースを楽し

めました。タイムも更に2秒更新し、自分も周りも予想外の2

分11秒台を出せ、とても嬉しかったです。

全国は関東よりさらに強者が集まる大会なので、今大会で

見つかった、ラスト200からの粘りという課題を克服し、もっ

と進化した自分で決勝進出を目指したいと思います。今大

会も多くの方から応援していただき、とても心の支えになり

ました。ありがとうございました。市高の代表として、全国で

も頑張ります。」
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堀江（顧問）：「結以、関東大会４位入賞、インターハイ出場おめでとう。君が入学してきた時、いつかこんな日が来るだろうと思っていました。

しかし、君は私の予想を超えてくる走りでインターハイ出場を決めました。予選は、持ちタイムが組で３番目でした。遅いペースになるとプラ

スで拾われることもなくなるので、「１周目が遅かったたら、先頭に出なさい。」と送り出しましたが、君はほぼ最初から独走の１位で決勝進出

を決めてきました。決勝も「悪くても６位には入るから。」と私は言いましたが、見事２分11秒59の市高新記録で４位に入賞しました、立派で

す。そして、激戦の試合を一心に支えてくれた、日向美、本当にありがとう。さあ、インターハイ。さらに厳しい戦いになりますが、決勝のス

タートラインにいる自分を思い描いて、夢舞台に立ちましょう！！」


